








その他のタイトル A study on the independence of infants and
children in special needs education school
(intellectual disabilities) : Creating and use






























































































　1） 対象：X校小学部 1年生教師 9名，Z校幼稚部
教師 5名






（1 ）対象：X校小学部 1 年生児童 8 名，Z校幼稚部
幼児 10 名





















































































































































号 主体性に関する項目 得点 領域合計点
① 自分から一人遊びができる 　　    　　　　点
② 授業中，曲を聴いて自分から体を動かしたり，歌ったりできる 　　    　　　　点
③ 自分から挨拶ができる 　　    　　　　点
④ 自分から友だちの遊びに入っていける 　　    　　　　点
⑤ 友だちを遊びや活動に誘える 　　    　　　　点
⑥ 自分の仕事や頼まれた活動をやり通そうとする 　　    　　　　点
⑦ 教師の手伝いがなくても自分で着替えようとする 　　    　　　　点
⑧ 授業中，友だちの動きを真似して同じように活動しようとする 　　    　　　　点
⑨ 授業中，友だちと協力して活動に取り組もうとする 　　    　　　　点
⑩ 困ったことを自分で解決しようとする 　　    　　　　点
⑪ してはいけないことが分かると，すぐにやめられる 　　    　　　　点
⑫ 教師の話を最後まで静かに聞ける 　　    　　　　点
⑬ 友だちが集合するのを静かに待てる 　　    　　　　点
⑭ 並んで順番を待てる(手洗い，整列等) 　　    　　　　点
⑮ 教師と貸し借りをして遊べる 　　    　　　　点
⑯ 授業中は静かにする，廊下は歩く等の簡単なきまりを守れる 　　    　　　　点
⑰ 授業中，全体指示を理解して行動できる 　　    　　　　点
⑱ 始まりや終わりが分かると次の行動にうつれる 　　    　　　　点
⑲ 遊びの役割やルールを理解して遊べる 　　    　　　　点
⑳ 教師が困っていることに気づいて手伝える 　　    　　　　点
㉑ 1つの遊具を使って色々な遊びができる（一人で） 　　    　　　　点
㉒ 見立て遊びができる 　　    　　　　点
㉓ 教師や友だちとごっこ遊びができる 　　    　　　　点
㉔ 1つの遊具を使って色々な遊びができる（友だちと） 　　    　　　　点
㉕ 授業中，工夫して作ったり，描いたりできる（粘土，色塗り等） 　　    　　　　点
㉖ 簡単な言葉や態度で拒否の気持ちを示せる 　　    　　　　点
㉗ してほしいこと，ほしいものを言葉や態度で伝えられる 　　    　　　　点
㉘ 自分の名前を言葉や指さしで伝えられる 　　    　　　　点
㉙ 友だちに言葉や態度で励ましの気持ちを伝えられる 　　    　　　　点
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ある。各領域の得点は 20 点満点とする。対象児 S1
に関しては，11 月の「自発性」の得点が 17 点で他
領域に比べて高いこと，11 月の「創造性」の得点が
10 点で他領域に比べて低いこと，9月から 11 月にか
けて「自己表現」の得点が 4点増加したことが明ら
かになった。対象児 S2 に関しては，11 月の「自発
性」の得点が 16 点で他領域に比べて高いこと，11
月の「創造性」の得点が 7点で他領域に比べて低い
こと，9月から 11 月にかけて「自律性」の得点が 4
点増加したことを確認できた。対象児 S3 に関して
は，11 月の「自立性」の得点が 11 点で他領域に比
べて高いこと，他の対象児と比べて全体的に各領域
の得点が低く，中でも「創造性」の得点は 6点で他

























































































































































































関して，X校の平均得点が 4点満点中 9月は 1.5 点，
11 月は 1.3 点と他項目と比較して，低い得点である
ことが明らかになった。また，両校の項目⑨の得点
































































① 自分から一人遊びができる 　　　 点
② 授業中，曲を聴いて自分から体を動かしたり，歌ったりできる 　　　 点
③ 自分から挨拶ができる 　　　 点
④ 自分から友だちの遊びに入っていける 　　　 点
⑤ 友だちを遊びや活動に誘える 　　　 点
⑥ 自分の仕事や頼まれた活動をやり通そうとする 　　　 点
⑦ 授業中，友だちの動きを真似して同じように活動しようとする 　　　 点
⑧ 教師の手伝いがなくても自分で身支度を行おうとする 　　　 点
⑨ 困ったことを自分で解決しようとする 　　　 点
⑩ 友だちと協力して活動に取り組もうとする 　　　 点
⑪ 教師の話を静かに聞ける 　　　 点
⑫ 友だちが集合するのを静かに待てる 　　　 点
⑬ してはいけないことが分かると，やめられる 　　　 点
⑭ 並んで順番を待てる(手洗い，整列等) 　　　 点
⑮ 教師と玩具や道具の貸し借りができる 　　　 点
⑯ 始まりや終わりが分かると，次の行動にうつれる 　　　 点
⑰ 授業中は着席する，廊下は歩く等の簡単なきまりを守れる 　　　 点
⑱ 授業中，全体指示で行動できる 　　　 点
⑲ 遊びの役割やルールにそって遊べる 　　　 点
⑳ 教師が困っていることに気づいて手伝える 　　　 点
㉑ 1つの玩具や遊具で2通り以上の使い方をして遊べる<一人で> 　　　 点
㉒ 見立て遊びができる 　　　 点
㉓ 教師とごっこ遊びができる 　　　 点
㉔ 授業中，2通り以上のやり方で工作できる（紙の切り貼り，粘土等） 　　　 点
㉕ 1つの玩具や遊具で2通り以上の使い方をして遊べる<友だちと> 　　　 点
㉖ 簡単な言葉や態度で拒否の気持ちを示せる 　　　 点
㉗ してほしいこと，ほしいものを言葉や態度で伝えられる 　　　 点
㉘ 呼名に対して，言葉や身振り等で応えられる 　　　 点
㉙ 簡単な質問（何，誰，どこ等）に言葉や指さしで応えられる 　　　 点
㉚ 友だちに言葉や態度で励ましの気持ちを伝えられる 　　　 点
㻌㻌全領域合計点
㻌



















































































































トの合計得点より，両校合わせて 18 名中 15 名の幼
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A study on the independence of infants and children
in special needs education school (intellectual disabilities)
- Creating and use of the checklist for evaluating the independence -
Yu KATO*　Takashi ABE**　Masayoshi TSUGE***
     In this study, because a checklist for evaluating the independence of students enrolled in schools 
for children with special needs (speciﬁcally, intellectual disabilities) was not found, a checklist on the 
independence of infants and children in such schools was created and used. The eﬀectiveness of this list 
was investigated. In this study, independence was understood as the desire and ability to act on one’s 
own ideas and judgments when interacting with the surrounding environment. The checklist was created 
based on information such as prior research and records of behavioral observations. The checklist was 
used to calculate the total score as well as scores in each area allowing for an objective understanding of 
the genuine situations of individuals and at each school. Furthermore, utilizing the checklist increased 
the teachers’ awareness of the study subjects’ independence, which led the total scores of the checklist 
to rise for 15 of 18 children from September to November in 2014. Based on the above, the checklist 
for evaluating the independence are considered a meaningful tool that can be used to examine ways of 
supporting infants and children in schools for students with intellectual disabilities.
Key words; independence, checklist, intellectual disabilities
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